
主催 たかさき能（薪能）実行委員会
共催 高崎商工会議所
後援 （一社）高崎観光協会、高崎市教育委員会、東日本旅客鉄道株式会社 高崎支社、
 上毛新聞社、群馬テレビ、ジェイコム群馬、FM GUNMA、ラジオ高崎

御協賛いただいた方  々（50音順 敬称略）

下記の方 に々多大なご協力をいただきました。
深く御礼申し上げます。

　高崎は単なる商都でなく、能楽と深いかかわりをもった都市です。市の重

要文化財に「清水寺の能楽の絵馬」が指定されています。この絵馬は、狩野

派の狩野常信が描いた能の「熊野」の一場面です。喜多流の能を好んだ

高崎藩主安藤対馬守重博が、元禄5年（1692）に奉納したものです。また

その後の藩主松平輝貞、間部詮房らも能楽をことのほかたしなんでいます。

その影響でしょうか、城下の町中に謡の師匠が多く住み、商人は教養と品

位を高めるために、謡と俳諧とを競って身につけようとしたようです。今にそ

の商人の風流の面影を残しているのが、この「たかさき能」で、それを32回も続

けていることこそ、商都高崎の心意気だと思います。

「たかさき能」について
 𠮷 永 哲 郎

　そもそもの始まりは、白衣大観音。建立から50年を迎えた1986年、その

節目を記念して始められたのが「たかさき薪能」です。毎日高崎の街を見守っ

てくださる観音さまに奉納すると共に、日本の伝統文化である「能」を高崎

市民に楽しんでもらいたいと、当時の観音山連絡協議会を中心に企画さ

れました。

　第1回は観音山を会場に開催。秋の夜長、篝火の灯りに浮かび上がる

能舞台の後ろに凛と立つ白衣大観音、漆黒の闇に響きわたる音色。幽玄

というにふさわしい世界が繰り広げられ、多くのファンをもつようになりました。

第13回からは市庁舎前広場、第21回からは天候に左右されない群馬

音楽センターへ会場を移しました。

　そしてもう一つの魅力は、行政・地元企業・能を愛する市民によって大切に

守られてきたということ。第22回からは実行委員会が責任をもって運営する

ことになり、現在に至ります。

「たかさき能」の歴史
 たかさき能（薪能）実行委員会

第
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回
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平成29年12月3日（日）
群馬音楽センター

次回、たかさき能のご案内

「第33回 たかさき能」

開催 平成30年10月28日（日） 

会場 群馬音楽センター

演目 能 花月 狂言 粟田口
  梅若 玄祥  山本 東次郎

内容等は予告なく変更になることもあります。
ホームページ等でご確認ください。
たかさき能ホームページ http://www.takasaki-nou.jp
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梅若 玄祥   うめわか げんしょう
シテ方観世流　1948年生、故55世梅若六郎の次男
父及び、祖父の故2世梅若実に師事
重要無形文化財各個指定保持者(人間国宝）
芸術院会員

山本 東次郎   やまもと とうじろう
狂言方大蔵流　1937年生、故3世山本東次郎の長男
重要無形文化財各個指定保持者(人間国宝）
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